
高大連携歴史教育研究会結成の呼びかけ 

 

 2006 年秋に高等学校で世界史未履修問題が表面化して以来、高等学校の歴史教育のあり

方をめぐって様々な意見が表明されてきました。その中では、大学入試が高等学校の歴史

教育に大きな影響を及ぼしているため、大学と高等学校の教員が一緒に率直な意見交換が

できる場の必要性を指摘する意見も多くみられました。 

 2014 年夏には、日本学術会議高校歴史教育分科会、日本歴史学協会歴史教育特別委員会、

高等学校歴史教育研究会の３者による高等学校の歴史教育と大学入試に関係するアンケー

ト調査が実施され、２ケ月という短期間であったにも拘わらず、700 名近い回答が寄せられ

ました。その３分の２は高校教員、３分の１は大学教員でした。つまり、高等学校や大学

の歴史教育のあり方に関して、高等学校と大学の壁を超えて多くの方が強い関心を寄せら

れていることが明らかになったと思います。このアンケート結果は多くのマスコミでも詳

しく報道され、より広い社会的関心も呼んだと思います。 

 その上、2019 年からは「高等学校基礎学力テスト」が、2020 年にはセンター試験に代わ

る「大学入学希望者学力評価テスト」の導入が予定され、各大学の個別試験の多様化など

も提案されています。また、初等中等教育の教育課程に関しては、全教科におけるアクテ

ィヴ・ラーニングの実施や「日本史の必修化の扱いなど地理歴史科の在り方」の検討が、

2016 年度中に行われるといわれています。まさに、これから数年間で高校教育のみならず、

大学入試の大きな改革が予想されるだけに、歴史教育分野においても、高等学校や大学の

壁を超えた討論によってより建設的な案の検討が必要になると思います。また、大学教員

の間でも、専門的に歴史研究をしている研究者が多い人文系と、教育現場の状況に詳しい

研究者が多い教育系との交流の必要性が以前から指摘されてきました。 

 このように高等学校と大学間、大学内の学部間などの壁を超えた対話の必要性が一層高

まる一方で、近年、全国各地では高大連携により歴史教育の改善をめざす研究会が発足し、

高校教員むけの夏期セミナーを実施したり、教育実践の交流を行ってきています。これら

の成果を全国的に共有することも重要になっていると思います。勿論、歴史教育に関して

はすでに多くの全国的学会や研究会が存在していますが、それらは高校教員と大学教員が

別々に参加している場合が多く、高大連携の全国的な研究会を立ち上げる意義は十分ある

と考えています。その際、新しい全国研究会は、各地の研究会の成果を年１回の大会やイ

ンターネットなどを通じて、交流し、成果を共有するとともに、必要に応じて改革案の提

案を行うなどの形で、各地の地域別研究会と協力関係をもってゆくことが大切と思います。 

 そこで、この機会に大学や高等学校の壁を超えた「高大連携歴史教育研究会」を発足さ

せ、歴史教育実践の交流や意見交換を恒常化させ、必要な改革提言をまとめていったらど

うかと考えました。具体的な課題としては、①高等学校の世界史・日本史教科書改革と思

考力育成型授業のあり方、②各地の教育実践や史料集作成などの交流とデータベース構築、

③高等学校における歴史系新科目のあり方、④大学入試・高校新テストなどの検討や歴史



系出題のあり方、⑤大学における歴史系の教養教育や教員養成課程のあり方、などが考え

られます。これらの課題ごとに部会を設置し、意見交換を進めていったらどうかと考えて

います。また、近年は歴史教育の分野でも諸外国との国際交流が活発になっていますので、

この研究会でも国際交流を重視する必要があると考えています。 

 いろいろご多用とは思いますが、ぜひこの「高大連携歴史教育研究会」の結成に賛同い

ただき、参加してくださるように心から呼びかける次第です。 

 

2015 年 5 月 14 日 

 

呼びかけ人一同 

北海道： 赤間幸人（北海道教育庁）、臼杵勲（札幌学院大）、中村和之（函館高専）、                

長峰博之（北嶺中高）、橋本雄（北大）、吉嶺茂樹（有朊高通信制課程） 

 

東北： 今野日出晴（岩手大）、篠塚明彦（弘前大）、安達宏昭・小田中直樹・芳賀満（東

北大）、池田実（仙台工業高）、小林康一（仙台二高）、千葉博幸（仙台一高）、手代木

章宏（仙台二高）、兵藤研（名取北高）、高橋徹（山形南高） 

 

関東： 内木裕（栃木県立石橋高）、澁谷浩一・深澤安博（茨城大）、岡崎賢治（元茨城県

立高）、伊藤純朗・国分麻里（筑波大）、前嶋匠（茗渓学園高）、澤邉和浩（千葉県立木

更津高）、杉山清彦・外村大・羽田正・姫岡とし子・吉澤誠一郎（東大）、三谷博（跡

見学園女子大）、戸川点（都内定時制高）、笹川和則（都立清瀬高）、皆川雅樹（専大附

属高）、金井光太朗・小松久男・篠原琢・鈴木茂（東外大）、日高智彦（成蹊中・高）、

加藤健（都立墨田川高）、木村茂光（帝京大）、赤城隆治（日歴協）、大木匡尚（都立農

業高）、君島和彦（東京学芸大名）、小嶋茂稔・坂井俊樹（東京学芸大）、小澤実・長谷

川修一（立教大）、近藤孝弘・近藤一成（早稲田大）、野々瀬浩司（慶応大）、小浜正子

（日本大）、木畑洋一（成城大）、南塚信吾（世界史研）、近江吉明（専修大）、松本通

孝（元青山学院高等部）、割田聖史（青山学院大）、小塩和人（上智大）、高田幸男（明

治大）、貴堂嘉之・中野聰（一橋大）、茂木敏夫・油井大三郎（東京女子大）、成田龍一

（日本女子大）、大門正克（横浜国大）、皆川みずゑ（近現代史教育研）、石橋功（神奈

川県歴史教育研究会）、澤野理（神奈川県立大師高）、佐藤雅信（神奈川県立横須賀大

津高） 

                           

中部： 竹田和夫（新潟県立新発田高）、大串潤児・久保亨（信州大）、小川幸司（長野県

立高校）、松井秀明（静岡県立浜松西高）、今村直樹・岩井淳・戸部健（静岡大）三田

昌彦（名古屋大学）、加藤史朗（愛知県大名）、藤本博（南山大）、磯谷正行（愛知県世

界史教育研究会）、土屋武志・船尾日出志（愛知教育大）、浅野伸一（岐阜県立岐山高）、



冨澤要樹（三重県立上野高） 

     

近畿： 永原陽子・朋部良久（京都大）、原田敬一（佛教大）、武島良成（京都教育大）、中

村薫（同志社大講）、川島啓一（同志社高）、後藤誠司（京都市立日吉ケ丘高）、堀江嘉

明（京都府立高）、本郷真紹（立命館大）、今宿純男（立命館教育研究・研修センター）、

八木誠（立命館宇治高）、秋田茂・飯塚一幸・堤一昭・中村翼・桃木至朗（大阪大）、

杉谷眞佐子（関西大名）、鵜飼昌男・矢部正明（関西大中高）、清真人（近畿大）、髙橋

昌明（神戸大名）、山崎健（神戸大）、勝山元照（神戸大附属中等教育学校）、原田智仁

（兵庫教育大）、置村公男（六甲学園中高）、井野瀬久美恵（甲南大） 

 

中国・四国： 丸橋充拓（島根大）、岡本弘道（広島県立大）、宮本英征（広大附属中高）、

南雲泰輔（山口大）、磯部賢治（山口県立豊浦高）、藤村泰夫（山口県立宇部西高）、 

福田喜彦（愛媛大）、梅津正美（鳴門教育大）、山本雄一郎（香川県立丸亀高） 

 

九州・沖縄： 清水和裕（九大）、池上大祐・星乃治彦（福岡大）、井口由布（立命館アジ

ア太平洋大）、鶴島博和（熊本大）、平井英徳（熊本県立熊本北高）、牛嶋秀政（熊本県

立熊本高）、武井弘一（琉球大） 

 

                  以上、大学関係 86 名､高校関係 42 名、合計 128 名 

                  なお、各所属末尾の名は名誉教授を、講は非常勤

講師を意味し、元は退職前の職場に追加した。 

 

◎ 会費 

  一般会員・・・3000 円   団体会員（出版社など）・・・6000 円 

  なお、会費は、事務経費の実態などを見て、１年後に見直す予定。 

 

 会費納入は下記の口座にお願いします。 

  ゆうちょ銀行 記号 14050 番号 14097131 口座名 高大連携歴史教育研究会 

 

  なお、近く郵便振り込み口座も開設し、大阪大学歴史教育研究会のホームページ上に

公  

 表します。こちらの方が便利な方はこちらを利用ください。 

  合わせて、入会や創立大会への出欠のご回答を６月末までに、呼びかけ人の方も含め

て、下記のアドレスまたは連絡先に必ずご連絡ください。なお、入会希望は適宜受け付

けますが、大会の出欠は、教室確保の問題がありますので、必ず６月末までにご返事を

お願いします。また、ご回答の電子版も大阪大学歴史教育研究会のホームページ上に掲



載させていただきますので、できるだけ電子版で下記のアドレス宛ご回答ください。 

  kodairekikyo@gmail.com 

   

◎ 創立大会 

日時： 2015 年７月 26 日 14 時～18 時、 

場所： 東京大学大学院総合文化研究科（駒場キャンパス）１８号館を予定、 

渋谷から井の頭線各駅停車で２つ目（急行は止まりません）、渋谷よりの降車

口を出ると、左手に正門あり、守衛所で１８号館の場所をお聞きください。 

なお、会場使用料がかかりますので、当日、参加費を徴収させていただき 

ますが、出席者数が確定しないと金額も決定しない点をご了解ください。 

  大会スケジュール 

    12－13 時 呼びかけ人会（会場での飲食は禁止された会場となりましたので、 

各自早めの昼食を済ませてご参加ください。） 

13―14 時 地域別・教科別研究会連絡委員会、各地の研究会で派遣を決められ 

た連絡委員の方のご参加をお願いします。オブザーバー参加も構い

ませんが、大会出欠のご返事の折にその旨ご連絡ください。 

    14－16 時 各部会（一般会員の方の参加はこの時間帯からになりますが、会場の 

          都合で、大会出欠のご返事の中で下記のどの部会に参加されるかご

連絡ください。 

          

第１部会：高等学校の世界史・日本史教科書改革と思考力育成型授業のあり

方 

      第２部会：各地の教育実践や史料集作成などの交流とデータベース構築 

      第３部会：高等学校における歴史系新科目（歴史基礎など）のあり方 

      第４部会：大学入試・高校新テストなどの検討や歴史系出題のあり方 

      第５部会：大学における歴史系の教養教育や教員養成課程のあり方 

 

   16－17 時 運営委員会（この時間帯は、運営委員以外の方は自由時間となります。 

駒場キャンパス内の博物館や徒歩 10 分くらいにある柳宗 

悦ゆかりの民芸館などをお楽しみください。） 

   17－18 時 総会   規約の承認、会長選出などを予定しております。 

 

   18:30－20:30 懇親会（会費、4000～5000 円の立食パーティを予定しています。 

大会出欠のご返事の中に懇親会の出欠も明記をお願いします。 

 


